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Version 1.4

1

• フィールドを更新せずに転記する機能追加

• 前回の転記リストを反映するフラグ（有効/無効の切り替え）追加

• 親要素の番号を持たない見出し（例：(1)の見出し等）の転記仕様変更

• セクションをまたぐ範囲の転記で、転記元のヘッダー/フッターが反映されてしまう不具合修正

• 転記先のページ設定が維持できない不具合修正

• 一部の表内へ転記できない不具合修正

• リスト番号が一切存在しない文書を読み込めない不具合修正

• 転記後に文書内変数を参照するフィールドがエラーとなる問題の解消

• その他軽微な不具合修正



Version 1.3

2

• ダークモードの対応（一部UIのデザイン変更）

• 転記時に破損しているスタイル名を復元する機能追加

• スタイル変換時に文字スタイルを解除する機能追加

• 改訂箇所のみ転記機能の際に改行が含まれた相互参照が存在する場合

のエラーを抑止

• その他軽微な不具合修正



ダークモードの対応（一部UIのデザイン変更）

3

ダークモードでもReport Transcriptorの
利用が可能となりました



スタイル変換時に文字スタイルを解除する機能追加

4

スタイル変換時に文字スタイルの解除が可能となりました。



Version 1.2

5

• 改訂された段落のみを転記する機能追加

• 転記処理の設定に以下の機能を追加

– 図表番号ラベルの変換機能

– スタイル変換機能

– 未定義スタイル変換機能

– 転記先のフォント設定反映機能

– 転記先の段落設定反映機能

• 転記時にクリップボードを一切使用しない動作仕様へ変更

• .Net Frameworkの動作環境をVersion 4.7.2へ変更

• その他軽微な不具合修正



改訂された段落のみを転記する機能追加

6

改訂された段落のみの転記を実行すると、
転記元に変更履歴が存在する段落のみが、

転記先の最終段落に転記されるようになります。



転記処理の設定機能追加

7

対象ラベルと置換ラベルを[追加]ボタンより登録しておくことで、
転記時に図表番号ラベルを変換することが可能となりました。

転記時にスタイルの変換や転記先のフォント設定/段落設定を
反映することが可能となりました。



Version 1.1

8

• 任意の段落へ転記する機能追加

• その他軽微な不具合修正



任意の段落へ転記する機能追加

9

あらかじめ転記先の文書へ転記用のブックマークを設定しておくことで、
任意の段落へ転記することが可能となりました。



Version History

リリース日 バージョン バージョンアップ内容

2025/12/16 1.4 • Minor Update

2025/04/22 1.3 • Minor Update

2024/12/20 1.2 • Minor Update

2024/04/15 1.1 • Minor Update

2023/01/10 1.0 • Release

• Microsoft® Wordは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

• その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

販売開発元：

株式会社eMaterials

〒346-0022 埼玉県久喜市下早見309-15

TEL: 03-6427-9698

URL: https://www.ematerials.jp

https://www.ematerials.jp/
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